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プラズマ流やその速度シアなどが，閉じ込め改善モードにおいて非常に重要な働きをすることが最近の研究
により示唆されて来ている．また，将来の核融合炉においては，NBI加熱によりプラズマ流を駆動すること
が困難であり，他の自発的/内在的なプラズマ流の駆動方法を開発する必要がある．一方、JIPP-TIIU, JET，
Alcator C-Mod等において、NBI加熱などの直接的な駆動がない場合でも、イオン・サイクロトロン共鳴
(ICRF)加熱に関連する自発的なトロイダル流の発生が報告されたれ、ICRF加熱との関連について、多くの実
験的・理論的な研究が進められて来ている。特に，Alcator C-Modにおいては，ICRF加熱時のトロイダル流
とそれに関連する ITB形成について，進んだ研究が行われている [1]．彼らは ITB形成において ICRF共鳴位
置が重要であり，共鳴位置が磁気軸から十分離れた |r/a| ∼ 0.5付近の場合に ITB(立ち上がり位置 r/a ∼ 0.5)
が観測されることを示した．
本研究では，ICRF加熱に関連する自発的トロイダル流の発生機構を解明するため，ICRF加熱により発生

する高エネルギーテイルイオンの振る舞いおよびその分布についてGNETコード [2]を用いた数値シミュレー
ションにより詳細に解析を行っている. 今回の発表では，Alcator C-Modプラズマ実験結果との比較を目標と
して研究を行った成果について発表を行う [3]．Alcator C-Mod で行われた共鳴位置スキャン実験と同様に共
鳴位置 rres/aを変化させ，発生するトロイダル流およびその空間プロファイルの変化について調べた．結果
として，共鳴位置外側では，中心イオン熱速度の 40%程度に達する co方向のトロイダル流（Vt ∼ 300km/s,
PICRF ∼ 2MW）が得られた（図１）．共鳴位置を |rres/a| ∼ 0.5に移動した場合，プラズマ中心部のトロイ
ダル流はほぼゼロもしくは逆方向となり，r/a ∼ 0.5におけるトロイダル流シアが励起されることが分かっ
た．次に，背景プラズマのトロイダル流について径方向拡散方程式を考え，高エネルギーイオンからのトル
クの影響を調べた．結果として，実験結果と同様な共鳴位置依存性が得られた（図２，３）．これらの結果
は，Alcator C-Modにおける ICRF加熱に関連する ITB形成において，ICRF加熱により駆動される高エネ
ルギーテイルイオンのトロイダル流が重要な働きをしている可能性を示唆している．
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図１：rres/a = 0.1 の場合の
r/a=0.5 における少数イオン
の速度空間分布

図２：高エネルギー少数イオ
ンによる駆動を考慮した背景
プラズマのトロイダル流分布

図３：Alcator C-Modにおい
て実験的に観測されたトロイ
ダル流分布の共鳴位置依存性
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